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埼玉県長瀞町 緑川 圭介  
キーワード ①安心・安全なまちづくり技術  ② 観光  ③ 地域再生 
今般の新型コロナウイルス感染症の流行は、市民の生活様式の変化にとどまらず、地域

コミュニティや災害の対応などにも大きなインパクトを与えた。現在、国や県など広範囲
でこれらの具体的な影響の程度が調査され、今後の対応策について検討中であると考え
られるが、地域特性を考慮した調査や考察を進めることは今後の課題である。とくに地方
の観光地を含むような地域では、生活様式やコミュニティの変化が、レジリエンスに及ぼ
す影響は少なくないと考えられる。 
そこで本研究では、埼玉県の中山間地に位置し、観光地でもある長瀞町において、新型

コロナウイルス感染症の流行が、住民の生活や意識に及ぼした影響を調査するとともに、
地域観光の復興や災害時の避難行動などに与える影響を考察した。 

 

  


